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姻戚 、 派閥関係 の 実態 は 何 か 。 公私縄 こ うの

癒 着関係 、 贈 収 賄 の 慣行 、 上司 との 温情 と忠

誠の 間柄 、 縁故関係等 は伝統的な 領主や主人

へ の 寄進 や 仏寺 へ の 布施 に よ っ て得 る功徳 の

価値観 と相通ず る もの が あ る 。

　中央官庁制度が 発足 した1892年 当時は新官

庁 と王宮や 王族私邸 との 間 で 公私 の 区別 が 不

明で 、 内相ダ ム ロ ン 親 王 は 国王 と同様 に 私邸

で 公務 を決済 し 、 ま た 地 税 徴収 権を 内務省 に

一括 しそ の 2 割余を大蔵省 へ 納め て い た 。 大

蔵省が 国税徴 収 を一本化 し同 時 に 紙幣 を 発行

し給与体制 を整備 した の は 20世紀 に 入 っ て か

ら で あ る。地 方行政 で は 中部 タ イ と他地 方 と

の 行政の接 点と して 約 20州 を配置 した が 、交

通通信網 の 未開発地方 で は 自給 自足経済が つ

づ き、地 方領邦主中心 の 伝統的生活圏 を国民

属家へ と統 合し 領主 の従 僕を地方行政官僚 へ

と発想転換 させ る に は長 年月を要 し た 。

　 1914年 に ラ ー
マ 6 世は 『東洋 の ユ ダ ヤ 商人 』

を著わ して 反華商の 民族 主義の 建前を 唱 え た

が 、 王室財 政 の 赤字 を救 っ た 92名の 華商に 貴

族称号を 与 え る と い う本 音 との 両面 を 使 い わ

け た 。 華商は1908年 中華総 商会、華商銀行、

翌年米 商公 会を 創 設 して 伝統的な秘密結社中

心の ア ヘ ン 等の 徴税 請負 い 業 か ら脱脚 し、 中

華民 国 の 成立、第
一

次大戦の 米 、 錫 、
ゴ ム の

ブ ーム に便乗 して精米 、 輸出 、 船舶 、 保険 、

金融 の 諸業種へ 多角経営 に乗出 し た。10年代

に は政官界の銀行預金が 普及 し 、 ま た新 エ リ

ー
ト層 も育 っ た 。 平民の学校教育が 進 み 、 中

に は 王 室奨学生 や陸海軍や法務省の 派遣生 と

な っ て 留学 し 、 欧米 の 異文明 を体験 し て帰国

後に 立憲革命 の 担 い 手 とな る者 が現わ れ た 。

革命指導者の 武官、文官 と民 聞人 の 出自は准

王 族 、 貴族宮僚 、 中級官僚 、 富裕 商人な ど財

力の あ る家庭が 多 か っ た 。

　32年革命集団 と な っ た 人民党 は政党 や 政策

集団 で は な く 、 党内 に は 経済不 況や 人員整理

の 嵐の中で政変期待の 各 派閥間 の 思惑 が か ら

ん でい た。そ の 結果 、 王 族 や 高級官僚 を追放

し て 入手 した 新官瞭の イ ス に 固執 し、政治革

命後 の 経済社会改 革政策 に 背 を向け た新 エ リ

ー トが 現 わ れ た の は 当然 の 成行 き だ っ た 。 選

挙 に よ る政党政治 は絵 に 描 い た モ チ に す ぎず 、

入 覊党系派閥 の 上意下達 政治は軍人政治 へ の

途 を歩 み 、38年 に は ピ ブ ン 元 師の 長期安定 政

権が 実現 す る 。

一
方、地 方行政官 の 人 選 と任

侖は中央の 人事 院が 管 轄 し た が 、 実際 に は各

地 方官 庁 か らの 推薦者を任命し縁故関係 が 残

存 して い た 。郡役人は 怖い 「お 上 の 人」 だ と

い う印 象 が タ イ 文学 作品 に 描 か れ て い る が 、

民衆 は 公 社や組合金庫か ら拝借 す る よ りも親

類 や 村人 か ら借金 し 、 ま た 華商の 青 田 買 い に

依存 した 。

　戦時中 の 国民信条や外国入就業制限令等 の

国民精 神運動 の 建 前 と政官界進 出の 高給武官

や 華人 系実業家 に よ る公営軍事企業の 金権癒

着の本音 とが 表裏一体 と な っ て 並存 し、や が

て戦後の在郷軍人会 と華人系銀行 の シ ン ジ ケ

ー
トへ と展開す る 。 プ V ム 大将が 率い る 現 政

権が抱 え て い る悩み も軍人政治家 と華 人系財

界人が 官僚 の金 と力を握 っ て い る実態 と 政党

政治の 理 想 と の力の 均衡 の 問題 で あ り、そ れ

は 今 も昔 も変 らな い タ イ 宮療 の 社会的背 景を

物語 っ て い る 。

報 告 3　 イ ン ドネ シ ア

　　　　　ジ ャ ワ の 「新 官僚 」 − 20 世紀前半の ブ パ テ ィ
ー

　 1870年代前後 の 諸改 革 に よ っ て N ジ ャ ワ の

原庄民 官吏 の 主 な 収入源 は 職 田 や 夫役 な どの

封建的収奪か ら、 政庁 か ら与 え られ る給料 に

変 わ り、ま た プ パ テ ィ （県長 ）を頂点 とす る

原住民 官吏 の中心的 ヒ エ ラ ル ヒ ーが 確定 した 。

即 ち植民地原 住民 官僚制 の 「容器」 が 完 成 し

た 。 その 「中身」の そ の 後の 変化 と性格 を ブ

　　　　　　　　　深　 見　 純　 生

パ テ ィ を中心 に 見 て い くと次の 6 点 を指摘 し

う る。

　  官吏に な る ト レ
ー

ニ ン グ は ニ
ュ ウ ィ タ

（屋敷奉公 、 行 儀見習 ）と マ ガ ン （無給 の 見

習 、 待業 期間 ）か ら学校教 育に 変わ り、ブ パ

テ ィ は 「ジ ャ ワ 的支配 者」か ら、 大学 レ ベ ル

の学歴 が 要求 さ れ る 高学 歴化 した 、 オ ラ ン ダ
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化 し た 官吏 に な っ て い っ た 。

　  しか し ブパ テ ィ は 同時 に volkshoofd （人

民 の 首長 ）で あ り続 け る こ とが オ ラ ン ダ に よ

っ て 強制 され 、 ブ パ テ ィ 位世襲原則 が 保 持 さ

れ た。

　  オ ラ ン ダは 、 人 民 は ブパ テ ィ に 忠誠 で あ

り、
ブ パ テ ィ は オ ラ ン ダ に 忠誠で あ る とい う

二 重の 虚構の 上に 立 っ て h 遅れ た イ ン ドネ シ

ア の 発展 とい う植民地支配 正当化原理 の 実践

に お い て ブ パ テ ィ に 要の 位置 を与 え た 。

　  したが っ て 、 独 立を主張 し 、 volksleider

（人民 の 指導 者 ）を自称す る罠族主義者に 対

し て は 、 ブ パ テ ィ は 単な る官吏で は な く、 い

わば political　Chief で あ る こ と を強 い ら

れ た 。

　  他方、権力機構 内部 に お け る彼 らの 比重

は 、 脱後見政策 な ど オ ラ ン ダ の 雷 う自治政策

に もか か わ らず、低 下 し 、 彼 らは オ ラ ン ダ へ

の 従属 を深めた 。

　  と は 言 え 、 原住民官吏 は 突出 した 高学歴

集団 で あ り、 ま た 、 本質的内容に欠 け る もの

で あ っ た と し て も 、 行政 と議会 とい う近代国

家 の 運営の方法に 通 じ て い る唯一
の 集団 で あ

っ た 。

《 自 由研 究 発 表 》

　バ リ島の テ ン ガ ナ ン
ー

そ の 儀軋 的空 間

　先回の報告 （『形態 と象徴 』
一バ リ島に お

け る集落プ ラ ン の 研究 ，於慶大 ）に お い て テ

ン ガ ナ ン の We 　on 　dorf プ ラ ン に つ い て の 言

及 は 充分 で はな か っ た 。 本発表 で は通説を ふ

ま え つ つ 、 現段 階で あ きらか に し え た 諸点 に

つ い て 報告 し た 。

【資料コ現地調査 デ ータ お よ び Korn ，　V ，E

（1932）・Udayalla大 （1973）に よ る民族誌的

研究 の 成果

【分析結果 の 概 要】   Tengalian　Pegring−

singan 慣習村 （Bali島東部 ）域内に 他村 の

飛地 。共用 地あ り。 、砺 ondorf は Pandek 川

左岸 の 段丘 上 に あ り、Pasedahan 村 との 村

境 に 接す る 。 本村は Mangis 郡 内外の諸集落

との 間 で 複雑な 寺 院 シ ス テ ム を形成 す る。祭

祀 セ ン ター
で ある Bale　Agung に 関 して は 、

近隣 の 三 ケ 村 （P ¢ karangan ・Kastela・Ngis ）

に ま た が る勢力 圏 を も っ て い る 。 以上 の 事 か

ら本村 の 孤 立性 を主張す る こ とは失当 と い え

よ う。

  慣習 村の 村落祭祀 は Sanghyang 階層 に 属

す る Mangku を中心 に 営 なまれ て い るが 、月

例祭 Upacara 　Sag．　ih の 中 に は 外来系住民

〜Vong 　Angendo9 （Pandes ・Pasek ・Bend −

esa 階層 ）と観念 され た Pande （不 在 ）、

Bendesa が 司祭 を つ と め る もの （11 ・12月例

祭 ）が あ る。世俗的 な 面 で は Pasek （Ngls

村 出身者 に 限 られ る ）が Mangku と並び 慣
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　　　　　　　　　 小　川 　都　弘

習 村に お け る村役の 主席に ラ ン ク づ け られ て

い る 。

  かか る異文合体の 様相は Wo ・ ndorf の 形 態

に も顕現 し て い る 。 す な わ ち 、
こ れ を 構 成す

る三 つ の Banjar の うち、 二 っ は慣習村民 の

居住 区 、 残 る一
つ は Br ．　Pande と呼 ばれ 、 慣

習法 に 違反 し た村民 の 追放な い し避難所 とし

て 機能す る区域 で ある 。 後者 に は 慣習村外か

らの 来住 も可能で あ る が 、 その 場 合、戸数 に

制限が 加え られ る 。 こ の Banjar の メ ン バ ー

の 中 に は村役の末席 （Nande 　Mangku ＆

Nande　 Ubuk ）を付与 き れ慣習村用達 の 生活

物 資等 の 製作
・
供給 を 行 な っ て き た。　Br．

Kauh ・Br．　 Tengah の 居住者は 自己 を
τ「A −

sli （先 住民 ，土着民 ）と規定 し て い る。　こ

れ は 観念 として の み 重視 され る が 、 た だ ちに

史実を反映 し た もの と は解釈 しが た い 。

  Woonderf は 530m 　x　205m の 規模 で 、
　Ka−

ja−Kelod 方向 に 長 軸 を もつ 長方形を な す 。

内装 さ れ た 三 つ の Ban ，jarは 類似 の 構 え を も

っ て い る Q か な り高度な 土地条件評価
・
測量

お よ び 土地造成技 術 に 裏打 ち さ れ た もの で あ

る 。 ド ミナ ン トな宅地割は存在 せ ず x 屋 敷列

は ほ s
’
間 口 10mX 奥行 17m 程度 に 等 分 さ れ

て い る。

  Br．　 Pande の 宅地内 に お け る 分棟配 置 と

建築 の 様式は他の 二 っ の Banjar と は 若 千 こ

とな っ て い る。Bunjar を 構成 す る三 分画

、
ノ
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